
世の中の課題を解決する

お話を伺った電力中央研究所
の門裕之さん。大電流が流れ
る機器の試験を行う大電力試
験所の所長さんだ。

私
わたし

たちの家
いえ

まで電
でん

気
き

が届
とど

く経
けい

路
ろ

には、電
でん

線
せん

や変
へん

圧
あつ

器
き

など、いろいろな電
でん

気
き

機
き

器
き

や機
き

材
ざい

が使
つか

われている。大
だい

電
でん

流
りゅう

が流
なが

れるところなので、それに耐
た

えら
れるかどうか試

し

験
けん

をしているのが電
でん

力
りょく

中
ちゅう

央
おう

研
けん

究
きゅう

所
じょ

の大
だい

電
でん

力
りょく

試
し

験
けん

所
じょ

だよ。
　電

でん

気
き

を使
つか

った工
こう

作
さく

や学
がく

習
しゅう

で注
ちゅう

意
い

しな
ければならないことの1つに、電

でん

気
き

の＋
と−を直

ちょく

接
せつ

つなげないようにすること
があります。＋から−へと続

つづ

く電
でん

気
き

の通
とお

り道
みち

のことを「回
かい

路
ろ

」といいますが、そ
の途

と

中
ちゅう

には必
かなら

ず電
でん

子
し

部
ぶ

品
ひん

や豆
まめ

電
でん

球
きゅう

、
モーターなど、電

でん

気
き

が使
つか

われるものが
取
と

り付
つ

けられていますよね。これらを
通
とお

り越
こ

して、＋と−を直
ちょく

接
せつ

導
どう

線
せん

で結
むす

んで
しまうと、普

ふ

段
だん

流
なが

れてはいけない大
おお

き
な電

でん

流
りゅう

が流
なが

れるのでとても危
き

険
けん

です。
これを「ショート（短

たん

絡
らく

）」といい、導
どう

線
せん

や部
ぶ

品
ひん

が熱
あつ

くなったり、精
せい

密
みつ

な電
でん

子
し

部
ぶ

品
ひん

なら壊
こわ

れてしまうことだってあります。

　電
でん

気
き

のショートが、大
おお

きな発
はつ

電
でん

所
しょ

や
工
こう

場
じょう

、送
そう

電
でん

線
せん

などで起
お

きたら大
たい

変
へん

です。
とはいえ、落

らく

雷
らい

や地
じ

震
しん

などの自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

がもとで、そんな事
じ

故
こ

が起
お

きる可
か

能
のう

性
せい

がないとはいい切
き

れません。もちろん、
大
おお

きな電
でん

気
き

を扱
あつか

う場
ば

所
しょ

で使
つか

われる機
き

材
ざい

や電
でん

線
せん

などは、そういった事
じ

態
たい

にも耐
た

えられるように設
せっ

計
けい

されています。し
かし、実

じっ

際
さい

にはどうなのでしょう？　
落
らく

雷
らい

などの際
さい

には、普
ふ

段
だん

の数
すう

倍
ばい

から数
すう

十
じゅう

倍
ばい

もの大
おお

きな電
でん

流
りゅう

が流
なが

れて、ダメー
ジを受

う

ける可
か

能
のう

性
せい

があります。大
だい

電
でん

力
りょく

試
し

験
けん

所
じょ

は、それを確
たし

かめるための施
し

設
せつ

なのです。

電力中央研究所電力中央研究所ででお話お話をを聞いたぞ！聞いたぞ！

今回のテーマ今回のテーマ

大電流が流れる大電流が流れる
ところの試験はところの試験は
どうするの？どうするの？

取材協力／�一般財団法人�電力中央研究所
協力／パワーアカデミー　
取材・文／寺西憲二　写真／飯島�裕　
イラスト／すぎうらあきら

高分子がいしの耐アーク試験の様子。アーク放電（大電流放電）の際に
高分子がいしが壊れないかどうかの試験をしている。（写真提供：電力中
央研究所）

短絡試験自動制御・コンピューター計測システム。ここから短絡試験や発電機の制
御、試験の計測を行う。

空気中に
電気が流れ
るんだ！
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　大
だい

電
でん

力
りょく

試
し

験
けん

所
じょ

で試
し

験
けん

を受
う

けるのは、身
み

近
ぢか

な電
でん

気
き

製
せい

品
ひん

などで
はなく、主

おも

に発
はつ

電
でん

所
しょ

や変
へん

電
でん

所
しょ

から家
か

庭
てい

に来
く

るまでの経
けい

路
ろ

や、大
おお

きな工
こう

場
じょう

で使
つか

われているものです。具
ぐ

体
たい

的
てき

には遮
しゃ

断
だん

器
き

や変
へん

圧
あつ

器
き

、避
ひ

雷
らい

器
き

、それに電
でん

線
せん

などのケーブル類
るい

やがいし（電
でん

線
せん

を支
ささ

える器
き

具
ぐ

）など。試
し

験
けん

するものに電
でん

線
せん

をつないで、実
じっ

際
さい

の落
らく

雷
らい

などがきっかけで流
なが

れるような大
おお

きさの電
でん

流
りゅう

を流
なが

し、それに
耐
た

えて設
せっ

計
けい

通
どお

りにきちんと機
き

能
のう

するかどうかを確
たし

かめます。
　試

し

験
けん

に使
つか

うための電
でん

気
き

は試
し

験
けん

所
じょ

の中
なか

にある発
はつ

電
でん

機
き

でつく
られます。電

でん

流
りゅう

は大
おお

きいのですが、試
し

験
けん

に要
よう

する時
じ

間
かん

はほん
の一

いっ

瞬
しゅん

なので、普
ふ

通
つう

の発
はつ

電
でん

所
しょ

などにある発
はつ

電
でん

機
き

とは違
ちが

う特
とく

殊
しゅ

なもの。そこでつくった電
でん

気
き

は、いくつもの変
へん

圧
あつ

器
き

で電
でん

圧
あつ

を
調
ちょう

整
せい

して、試
し

験
けん

用
よう

の回
かい

路
ろ

に流
なが

されます。試
し

験
けん

は、少
すこ

し離
はな

れた
場
ば

所
しょ

にある専
せん

用
よう

の大
おお

きな建
たて

物
もの

の中
なか

で行
おこな

われます。
　試

し

験
けん

中
ちゅう

は大
おお

きな音
おと

がしたり、激
はげ

しい火
ひ

花
ばな

や炎
ほのお

が出
で

て爆
ばく

発
はつ

し
たりすることもあるので、騒

そう

音
おん

や危
き

険
けん

が外
そと

に及
およ

ばないように
細
さい

心
しん

の注
ちゅう

意
い

が払
はら

われます。大
だい

電
でん

力
りょく

試
し

験
けん

所
じょ

は国
こく

際
さい

的
てき

に通
つう

用
よう

する
試
し

験
けん

所
じょ

として認
にん

定
てい

されているので、試
し

験
けん

結
けっ

果
か

の報
ほう

告
こく

書
しょ

は国
こく

際
さい

的
てき

に通
つう

用
よう

します。私
わたし

たちがあまり意
い

識
しき

することはありません
が、大

だい

電
でん

力
りょく

試
し

験
けん

所
じょ

は、毎
まい

日
にち

の暮
く

らしで電
でん

気
き

を安
あん

全
ぜん

に
使
つか

うために、なくてはならない存
そん

在
ざい

なのです。

電気機器や機材の短絡試験は、
このようにしているよ！

電気工学のことをわ
かりやすく解説して
いるコーナーをはじ
め、電気の現場で働
く人や研究者のイン
タビューも充実！　ぜ
ひチェックしてみてね。 パワーアカデミー 検索

パワーアカデミーのWEBサイトでパワーアカデミーのWEBサイトで
電気工学を学ぼう！電気工学を学ぼう！

ここで行われる
試験のおかげで、
安全に電気が
使えるんだね！

試験に使うための電気を起こす発電機。試験に必要な条件である、非常に短い時間だけ大電流
を送り出すためにつくられたもの。基本的なしくみは普通の発電機と同じだが、電気で動かす。

発電機でつくられた電気を送り出すためのスイッチの役割を果
たす投入開閉器。

3台並んだ高圧短絡変圧器。いろいろな試験の必要に応じて
組み合わせを変えた回路を構成し、電圧を調整する。

奥行き40m、幅25m、高さ29mもある短絡試験棟。周囲
は厚さ1.5mの防音壁で囲まれていて、大きな電流を扱う各種
の電気機器やケーブル、送電鉄塔の設備の試験まで行うこと
ができる。大電流をわざとショートさせるので、大きな音がしたり
部品が飛び散ったりすることもあるのだ。
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